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研究成果の概要（和文）：幼児期の感情制御システムの発達過程を明らかにするために、日米の

就学前期の幼児を対象として、生理的反応・行動・媒介要因に着目して研究を行った。日本の

子どもはアメリカの子どもよりも感情制御を行うこと、感情制御が難しい日本の子どもは実行

機能と他者理解の得点が低いことが明らかになった。また、感情制御の際には生理的反応が生

じ、日本の子どもはアメリカの子どもよりもコーティゾール反応のレベルが高かった。 
 
 
研究成果の概要（英文）：To understand the processes involved in regulation of emotion, 
we tested 4 years old children both in Japan and U.S. with physiologic reactivity (as 
indexed by salivary cortisol); behavioral reactivity (as indexed by other expressions of 
emotional behavior); and moderating factors (child gender, temperament, inhibition 
and executive functioning; parent emotionality and emotion socialization; and culture). 
The results showed that Japanese children showed more regulation of emotion in 
behavioral and emotional level as well as cortisol level than Americans. 
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１. 研究開始当初の背景 
 近年、感情制御の研究は、最も話題とさ
れている領域のひとつである（Cole et al., 
in press; Kopp, 1989; Sroufe, 1996; 
Thompson, 1994）。乳幼児期の環境へのス
トレス反応や強いネガティブな感情の制
御には、個人差があることが示されてきて

おり(e.g. Calkins & Fox, 2002)、感情制御
の個人傾向は、その後の子どもの性格や傾
向を予測する要因となっている。例えば、
欲求不満や怒りを制御することが困難で
ある子どもは、そうでない子どもに比べて
暴力的・破壊的行動の頻度が高い（Keenan, 
2000; Calkins et al., 2002）ことや、行動
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的抑制レベルの高い乳児は、その後、不安
障害を起こすリスクが高くなることが明
らかになってきている(Biederman et al., 
2003)。 
同時に、幼稚園や保育所など、家庭以外

での場や対人関係場面で、社会的学習によ
る認知プロセスが感情制御の個人差を支
える要因となっていることも明らかにさ
れてきている。また、親の養育態度 (Bates, 
Pettit, Dodge, & Ridge, l998; Olson, 
Bates, Sandy, & Schilling, 2002)や葛藤、
感情場面における親子コミュニケーショ
ンのあり方  (Eisenberg & Fabes, l994; 
Miller & Sperry, l987)、親自身のネガティ
ブ感情の制御能力(Field, l994)などが子ど
もの感情制御能力と関係することが示さ
れてきている。 
感情制御の生理的レベルでの相違も検

討されつつあるが、幼児の感情制御につい
て、社会文化的要因と生理的レベルでの統
合的分析はほとんど行われてこなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、幼児期の感情制御シス

テムの発達過程を明らかにすることであ
る。日米の就学前期の幼児を対象として、
感情制御システムにおける３つのレベル
に着目し、同一実験参加者への反復測定デ
ータの収集・分析により、その生起要因と
発達過程を検討し、感情制御能力の養成に
つながる知見を得ることを目指すもので
ある。 
感情制御システムの３つのレベルとは、

生理的反応レベル（唾液に含まれるコーテ
ィゾールの分泌量）、行動レベル（フラス
トレーション場面の感情表出および抑制
と対処行動、対人的相互交渉場面での行
動）、媒介要因（子どもの認知能力、子ど
もの気質、子どもの日常の行動傾向、親の
養育態度、親の気分の質、文化）である。
感情制御を３つのレベルと比較文化的・縦
断的研究から検討し、複雑系システムを明
らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 ４歳児40名（男児20名、女児20名）とその

養育者を対象に、研究を行った。幼児には、

感情制御システム課題（封筒課題、プレゼン

ト課題、コンピュータ課題）の実験を実施し

た。同じ対象児に３日間連続で実験に参加し

ていただいた。養育者には、質問紙調査を行

った。 

 
(1) 生理的反応の測定：唾液中のコーティ
ゾールの測定をおこなった。幼児の日常の
コーティゾール反応をみるために、起床時
と就寝時の家庭での唾液を採取するとと

もに、大学のプレイルームで実施した感情
制御システム課題の実施前（30 分前）・実
施直前（0分）・実施後(10 分後・20 分後・
30 分後・40 分後・50 分後・60 分後・75 分
後・90 分後)の 10 回×３日間唾液を採取し
た。 
 

(2) 行動の測定：３つの感情制御システム課
題（封筒課題・プレゼント課題・コンピュー

ターゲーム課題）を実施して、幼児が感情制

御をおこなっているかどうかについて表情

と言葉の分析を行った。 
 

(3) 媒介要因の測定：幼児を対象に、実行
機能課題（草と雪課題、昼と夜課題、ルリ
アのハンドゲーム）・心の理論課題・デン
ハムの感情理解課題・積木模様課題・言語
課題を実施した。 
 
(4) 媒介要因の測定：養育者を対象に質問
紙を実施し、親の養育態度・親の気分の
質・子ども気分の質・日常の子どもの行動
傾向を調査した。 
 
４．研究成果 
(1)感情制御の文化比較とその媒介要因と
の関連 
①感情制御の文化比較：感情制御システム
課題のプレゼント課題(Cole, 1986 を一部
改変)で、子どもが期待したプレゼントを
受け取れなかったときの言語反応を分析
した。「これ欲しくない」「これ好きじゃな
い」などのネガティブな反応は、日本の子
どもよりもアメリカの子どものほうが多
いことが明らかになった。 
 
②媒介要因の文化比較：実行機能について
は、日本の子どもとアメリカの子どもの違
いは認められなかった。他者感情理解につ
いては、感情ラベリング課題でのみ、アメ
リカの子どものほうが日本の子どもより
も得点が高かった。子どもの気質（CBQ）
については、フラストレーション・接近は
日本の子どもよりもアメリカの子どもの
得点が高く、笑顔はアメリカの子どもより
も日本の子どもの得点が高かった。 
 
③感情制御と媒介要因との関連：日本では、
感情制御が難しい子どもは実行機能の得
点が低く、他者理解の視点取得課題（典型
的）の得点が低かったが、子どもの気質と
の関連は見られなかった。アメリカの子ど
もでは、感情制御と実行機能及び気質との
関連は見られなかったが、感情制御の難し
い子どもは他者感情理解の表情認識の得
点が高かった。 
 



 

 

(2) 感情表出の文化比較  
感情制御システム課題（プレゼント課

題：Cole,1986 を改変）を実施中の子ども
の感情表出を観察し、文化比較を行った。
その結果、アメリカの子どものほうが日本
の子どもよりも、課題全体を通して感情表
出が多かった。また、日本の子どもはアメ
リカの子どもよりも、課題のポジティブな
場面（プレゼントを選ぶ場面など）でのポ
ジティブな感情表出が少なかった。このこ
とから、日本の子どもはアメリカの子ども
よりも感情の表出が少ないことが示され
た。 
 

(3) 他者感情理解の文化比較  
幼児の他者理解を測定するための心の

理論課題（Wellman & Liu,2004）とデンハ
ム課題（Denham,1986）を実施して分析し
たところ、心の理論課題の誤信念課題にお
いて、これまでの研究と同様に、日本の子
どもの正答率はアメリカの子どもの正答
率よりも低かった。それに対して、感情理
解を表すデンハム課題では、文化の違いが
見いだされなかった。このことから、日本
の子どもの他者理解は、自他の分離を前提
とした心の理論課題だけで測定するので
は十分ではない可能性があることが示唆
された。 
 

(4) 養育態度の文化比較 
養育者を対象に質問紙(SOMA-PP; Denham 

et al.,1997)を用いて、日米の養育態度を
分析した。子どもを誉める「ポジティブな
養育態度」、権力・放任・侮辱・無視・体
罰などの「ネガティブな養育態度」、親・
他者の気持ちや社会的結果に誘導してし
つけを行う「社会的結果」、子どもの行動
の悪いところを説明してしつけを行う「行
動に焦点をあてた養育態度」の 4 つの下位
尺度を作成して、文化比較を行った。 
性別（男・女）×文化（日・米）の２要

因分散分析を行った結果、いずれも交互作
用は有意でなかった。文化の主効果は、４
つすべての下位尺度で有意であった。「ポ
ジティブな養育態度」は、日本の得点はア
メリカの得点より低いことが示された
（F(1/110)=34.48, p＜.001）。「ネガティ
ブな養育態度」・「社会的結果」・「行動に焦
点をあてた養育態度」は、日本の得点はア
メリカの得点より高いことが示された
（ F(1/110)=31.86, p ＜ .001 ；
F(1/110)=22.67, p＜.001； F(1/110)=5.42, 
p＜.05）。性別の主効果は、「ネガティブな
養育態度」のみに有意傾向が見られ、男児
の得点が女児の得点よりも高い傾向が見
られた（F(1/110)=3.62, p＜.10）。 
このことから、日本の養育態度の特徴と

して、子どもの反応にすぐには応答せずに
様子を見守り、明確な言語では示さない傾
向があることが示された。 
 

（5）子どもの抑制制御及び養育者の養育
態度と、子どもの問題行動との関連 
子どもの抑制制御（子どもの実行機能の

測定及び子どもの気質についての養育者
の評定）及び養育者の厳しい養育態度（体
罰、侮辱）と、子どもの外在化問題行動(攻
撃行動等、CBCL; Achenbach & Rescorla, 
2000)との関連について分析したところ、
日米ともに関連が見られた。つまり、子ど
もの抑制制御が高いほど子どもの外在化
問題行動が生じにくいこと（JP:-.382, 
p<.001, US: -.393,p<.001）、養育者の厳
しい養育態度が多いほど子どもの外在化
問題行動が生じやすいことが明らかにな
った（JP:.213, p<.001, US:.245,p<.001）。 
 
(6) 生理的反応の文化比較  
 感情制御システム課題（封筒課題、プレ
ゼント課題、コンピュータ課題）を実施し
た際の子どもの生理的反応（コーティゾー
ル反応）を採取し、分析した。日米の両方
の子どもで、いずれの課題でも感情制御を
行う際には生理的反応（コーティゾール反
応）が生じることが明らかになった。 
 また、プレゼント課題とコンピュータ課
題では、日本の子どもはアメリカの子ども
よりも生理的反応（コーティゾール反応）
のレベルが高いことが明らかになった（プ
レゼント課題実施 50分後：JP:0.07664,US: 
0.05235,t(86)=2.420,p<.05）（コンピュタ
課題実施 40分後：JP:0.07964,US:0.05781, 
t(86)=2.284,p<.05）。 
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